
令和５年 成果集 

活動事例 研究会 

笠間長石ブランディング研究会  支援先 

笠間焼製造業界 

  
【背景】 

共同研究(令和３年度実施)により開発された「笠間長石」

を新しい素材として幅広く使用したい、さらに、その魅力を

PRするために写真技術を向上させたいとの声に対し、笠間

長石のブランディングを考えるとともに、PRに必要な写真

撮影・情報発信のスキル等が学べる研究会を立ち上げまし

た。 
 

【内容】 
当研究会は、笠間長石のブランディングについて会員同志

で話し合う場(講師：株式会社 TRUNK笹目亮太郎氏)が３回、

写真を学ぶ場(講師：宇津井写真事務所・宇津井志穂氏)が２

回の計５回と見学会を行いました。内容は下記の通りです。 

 

 内  容 

第１回 

（６月 30日） 

事前に会員 6か所を訪問し、笠間長石・笠

間焼などに対する意見聴取を行い、そこか

ら見えてきた課題などをもとにディスカ

ッションを行いました。(図１) 

第２回 

（７月 21日） 

写真を撮るために大切なこと・魅力的な

写真にするコツ等を、実践をまじえなが

ら学びました。 

第３回 

（９月 28日） 

第１回目からのキーワードをとおし、着地

点のひとつである「展示販売」についてデ

ィスカッションを進めました。 

第４回 

（11月 15日） 

料理を盛った時の写真撮影のコツ等を、実

践をまじえながら行いました。(図２) 

見学会 

（11月 22日） 
笠間長石生産現場見学(図３) 

第５回 

（11月 30日） 

来年度の目標として「展示販売」について

ディスカッションを進めました。 
 

【活動の成果】 

ブランディングについてのディスカッションは、「笠間焼とは？」、「笠

間焼の特徴とは？」などのテーマについて深く掘り下げることができま

した。来年度は展示販売を目標に進める予定です。 

また、実践を交えた写真撮影では、講師に日頃の困りごとや疑問点を

質問するなど意欲的に取り組んでいました。撮影した画像を即座に SNS

にアップする参加者が現れるなど、スキルを身に付け、意欲的な取組に

繋げることができました(図４)。 
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図１ ディスカッション風景 

図４ 撮影した写真を投稿 

図２ 料理を盛った写真撮影実施 

図３ 笠間長石生産現場見学 
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